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膜小胞型ユニバーサルワクチンプラットフォーム:
ペスト菌ワクチンの開発

◼ ペストは未治療時の致死率が極めて高い。中世ヨーロッパにおけるペスト菌感
染による「黒死病」は歴史的に有名であるが、現在もアフリカやアジア等での
感染発生が報告されている。とりわけ、肺ペストはヒト-ヒト間の飛沫感染を
介して爆発的な流行を招く危険性がある。したがって、粘膜免疫の誘導を可能
とし、呼吸器感染を予防し得るペスト菌ワクチンの開発が急務となっている。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図

◼ 研究の独自性・優位性

Bacillus subtilis (枯草菌・納豆菌)由来の膜小胞を利用した、
安全性の高い新規ユニバーサルワクチンプラットフォーム。
経鼻接種により粘膜免疫および全身性免疫を誘導できる。

◼ 新規抗原デザイン、適切な動物モデル、モダリティ等

本技術はB. subtilis膜小胞表面に組換え抗原タンパク質を
高密度に結合させてワクチンを製造する技術である。今回、
ペスト菌抗原タンパク質を結合させた膜小胞をペスト菌ワク
チンMV-Pとし、マウスモデルを用いて有効性を評価した。

◼ 主要成果

マウスモデルにおいて、本ワクチンの経鼻接種により、ペ
スト菌抗原特異的抗体が産生された、また、ペスト菌感染実
験では、感染防御能は~100 LD50に達した。

◼ 研究者名：安部公博、川端寛樹、佐藤梢、中尾龍馬

◼ 所属：細菌第一部

◼ 共同研究（あれば）：なし

◼ 前臨床段階。

◼ 自由記載欄：今後、ペスト菌以外の抗原も用いて、ユニバーサルワクチンとし
ての有効性を検証したい。

◼ 知財の有無：特願2024-037222 (安部・中尾)

◼背景・解決したい課題

【ワクチン】：重点感染症/ペスト
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